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二0一六年十一月十九日に行われた「
メトロポリタン史学会
第四匝若手研究者の集い
」の
第二部をなす書評会に
おいて、
今年三月に刊行された佐々木真『ルイ十四世期の戦争と芸術
生みだされる王権のイメージー』（作品社、
二0一六年）の書評を行った。
まず、本書の内容を
以下
のように説明した。
本書は、
王宮、絵画
、タ
ピスリー
、メ
ダル
、建築物など、視角に訴えるさまざまなメディアを取り上げ
、そ
こでの戦争
や戦争主体としての国王ルイ十四世がどのように表象
されているのかを考察したものである。
序論では、
ヨーロッパの古典的絶対王政理解の修正、
それに続く王権の象徴機能の研究ーとりわけ儀礼研究||＇の
進展と
いう近年
の研究動向を踏まえて、視覚メディア研究の意義が示される。第一章「芸術政策
の編成」で、
ルイ十四冊
期の芸術政策が何を目的とし
、い
かなる方針で、
どのような組織によ
って推進されたのかが検討された後、
続く第二章
以下では、
以下に掲げる章題が示すように個々のメディアについての分析がな
される。第二章「ヴェルサイユ宮殿と
王
宮の表象」。第三章「 画」。第四章「タピスリー」。第五章「メダル」。第六章「版画」。第七章「パリ都市改造」
。こ
うし
、
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た個々のメディアについての分析がなされた後、
「表象の拡散」と題された第八章では様々な回路を通じての国王の
表象
の広がりが検討される。最後に、
第九章「戦争と王権の表象」では、
ルイ十四世の表象に
おいては、
戦争が圧倒的な重要
性をもっていたこと、しかし同時 かれの治世の間でも戦争が重視される度合いが時
期により変化する
こと
や、メデ
ィ
アによっても差異が生じていることが、結論として述べられる
。
次に、
本書の意義として、
第一に、
王権の表象研究においてこれ
まで
本格的に
取り上げられることのなかった視覚メ
ディアを包括的に取り上げたこと。第二に、広範囲に及ぶ史料の渉猟とその丹念な分析
を行ったこと。第三に、メディア
間の表象の差異に着目することによって、儀礼研究では難 かった国王イメージの「受容」
の一端を解明した
こと、
を挙
さらに、
本書の内容に関わる論点として、以下のことを指摘
した。第一に、視覚メディアを使った宜伝がルイ十
四世期
にこのように大々的に行われた理由として、
佐々木氏が挙
げている理由のほかに、
この時期における宮廷
ならびに国王
儀礼の変化lすなわち、
宮廷が王国内を移動することを止め、
儀礼が公開性を失
った とーー�とは関わりがないのだ
ろうか。第二に、
ルイ十四世の表象のされ方について、
佐々木氏は先立つ時代との継続
性にも目配りをする必要性を述
べているが、やはり大きな転換ではなかったのか。第三に、本書のタイトル（『ルイ十四世期の戦争と芸術』）について、
「芸
術」よりも、
発信する側だけでなく受け手の側の存在を意識さ
せる
「王権の表象」の方が内容をよく反映するの
ではな
‘�、
。
し
カ以上の報告の後
に、
出席されてい
た著者の佐々木氏からコメントをいただき、
また、
他の出席者
の方々からも質問と
コメントをいただいた。記して感謝したい。
